
１．USBシリアル変換ドライバーソフトをダウンロード後、

　　[カスタマディスプレイ]が接続されていないことを確認してください。

２．USBシリアル変換ドライバーソフトを解答して、以下のプログラムを実行します。

●Windows7以降の場合は

[USB Line Display]-[CP210x_VCP_Win_XP_S2K3_Vista_7.exe]を実行します。

[Windows７以降]

３．[Next]を押します。

４．[I accept～]にチェックして

　　[Next]を押します。
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５．[Next]を押します。

６．[Install]を押します。

７．[Launch the CP210x～]にチェック

　　されている状態で[Finish]を押します。

８．[Install]を押します。

９．[OK]を押します。



１０．カスタマディスプレイを接続して

　　　電源を入れます。

１１．[スタート]を右クリックして

　　　[デバイスマネージャー]を押します。

１２．[ポート(COMとLPT)]をダブルクリック

[Silicon Labs～]のCOM～の数字を控えます。

※この画面ではCOM3です

１３．[スタート]-[EPSON OPOS ADK]-

　　　[EPSON OPOS ADK SetupPOS]

　　　を押します。



１４．画面上段の[オプション]を選択して

　　　[ポートの範囲]を押します。

１５．[COMポートの最大数]に[9]を設定して

　　　[了解]を押します。

１６．画面左側の[Device]から[LineDisplay]

　　　を選択し、右クリック。

　　　[デバイスの追加]を押します。

１７．[追加するデバイスを～]を

　　　[DM-D110]へ設定して

　　　[詳細な機種を選択して～]を

　　　[DM-D110]へ設定して

　　　[次へ]を押します。



１８．[了解]を押します。

１９．[シリアルポートの設定]を選択し

　　　１２．[デバイスマネージャー]で表示された

　　　COM番号に合わせてます。

２０．「対話式のCheckHealth」を選択し

　　　機器の接続が確立しているか確認を行います。

２１．「実行」を押します。接続に問題ない場合は

　　　カスタマディスプレイに文字が表示されます。

　　　チェックが終了したら「終了」を押します。

２２．「終了」を押して設定を終了させます。

　　　終了後、設定画面を閉じてください。

以上で、EPSON OPOS へ接続が完了しました。

POSソフトのカスタマディスプレイ設定に

デバイス名：[DM-D110]を入力入れて

設定の紐付けを行ってください。

※USB抜き差し等によりカスタマディスプレイが使用出来なくなった場合は

　１２．デバイスマネージャーのCOM番号の確認からやり直して下さい。


